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～大軍拡・大増税、社会保障大破壊 NO! 国民のいのち・くらし守ろう～ 

 「やさしく強い経済へ 逆転の成長戦略とは」を学ぶ 
第 24 回あいち社会保障学校 会場 65 名、Web36 名 計 101 名が受講 

  愛労連と愛知社保協は、２月 23 日（木・祝）、労働会館東館ホールで「第 24 回社会保障学

校」を開催し、会 場 65 人＋リモート 36 人の 101 人が参加しました。 主催者あいさつのあと、

記念講演は「やさしく強い経済へ～逆転の成長戦略とは」と題して、元衆議院議員で 日本共産党政

策委員会副責任者の大門実記史さんの話を聞きました。 （１）岸田自公政権がめざす軍事大国化の

背景に何があるかでは、軍事外交論 の前に、アメリカ言いなり、財界言いなりの利権政治があるこ

とについて説明。 （２）なぜこんなに物価が上がるかでは、世界的な要因（ウクライナ侵略による エネ

ルギー、食料の供給体制が崩壊）もあるが、国内要因（アベノミクスによる 異次元の金融緩和で）成

長しない日本がある。（３）どうすればくらしと経済が 良くなるかでは、新自由主義を転換し、やさしく

強い経済をめざす。①賃上げで 景気回復と安心を作る。②社会保障の拡充で経済も成長する。③

応能負担の税制 へ、消費税減税を実施。④気候変動打開で、新しい経

済発展をめざす。⑤ジェンダー平等は経済成長のカギになる道を示しまし

た。 

続いて、2022 年 10 月に実施したあいち自治体キャラバンの「まと

め」についての報告を社保協副議長の澤田さんが、この日付発行の「まと

め」冊子、2022 年キャラバンの到達点について説明しました。4 月の一

斉地方選挙の中で、子育て支援対策や高すぎる国保料（税）の引き下げ

など、社会保障の充実を実現できる議会にむけ、まとめ冊子の活用を呼

びかけました。 

（知崎広二・愛労連 News2023.２.28NO.238） 
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 2 月 23 日（祝・木）、労働会館東館ホールとオンライン併用で、介

護保険学習会を開催しました。 

「許せない!!介護保険制度『崩壊』～介護保険制度の改善方向

を考える～」と題し、花俣ふみ代さん（公益社団法人認知症の人と

家族の会副代表理事、厚生労働省社会保障審議会介護保険部会

委員）が、社会保障審議会介護保険部会での検討の中身について

詳しく話されました。特に、部会の中では、内閣府・首相官邸から

発出される資料、政府関係会議や財政審資での介護保険に対す

る資料の紹介や説明がされるけれども、国民や介護利用者・介護

労働者に関わる負担と給付（サービス）については、数回しか議論

せず、現場を理解していない委員が多数を占め、現場のリアルな

状況を孤軍奮闘して、委員にわかりやすく説明し意見をたたかわ

せている様子がわ

かりました。また、各団体からの介護保険制度改悪反

対の署名や要望書、私のひとことなど、粘り強く継続さ

せていくことが必要だと強調されました。 

愛知社保協介護委員会で取り組んだ「介護保険制

度見直しに関する゛私のひとこと゛」の取り組みの報告が

されました。 （武田修三） 

  ２月１日介護署名リスタート集会が開催され、介護

署名を６月までに５０万筆に到達させようと意思統一が

されました。愛知の到達は２月末現在、１１，563 筆、さ

らに署名を広げ世論を味方に、介護保険制度の改悪を

断させましょう。 （写真 上 会場の様子、左上 花俣さん、左下 Web 参加者） 

2 月 23 日介護学習会 会場 47 名+Web35 名 82 名が参加
 



２月２２日（木）年金引下げ違憲訴訟名古屋高裁、 

裁判長「控訴人の主張すべて棄却」 
2 月 22 日（水）年金引き下げ違憲訴訟名古屋高裁判

決が行われました。高裁前では、１４０人近くが集まり事前

集会が行いました。法廷には、満席になる 100 人が入り

ました。全国と同様で、名古屋地裁は不当判決（国の裁量

を大幅に認め、公的年金で健康で文化的な最低限の生

活を保障しなくても良い水準）を行いました。 

この日、名古屋高裁の裁判長は、「控訴人の主張をす

べて却下する」とだけ述べて、法廷を去って行き、ものの

30 秒ほどで終了しました。 

報告集会では、怒りの発言や今後に向けた決意を出し

合い、最高裁では、憲法判断を求め、5 人の小法廷ではなく、15 人全員が出揃う大法廷での判決を

勝ち取るために奮闘しようと確認されました。また、集会で、中央の女性部で作成した女性の低年金

実態報告集である「聞こえますか…今、ここにある窮状ー175の声」を配付して、全国に広げようと呼

びかけられました。マスコミは、NHK、中日新聞、共同通信、赤旗が取材に来ていました。NHK では

１９時からのニュースで取り上げられました。（知崎広二・愛労連ニュース 241 号） 
 

２月２８日東別院・メーテレ前で、署名宣伝行動 

 
 

 

 

  

 ２８日は東別院の縁日・マルシェの日。愛知社保協は１０人

が参加し、署名行動を行ないました。春の陽気の中で署名

は２つ、「介護保険制度の改善を求める請願署名」３２筆、

「平和、いのち、くらしを壊す大軍拡、大三制に反対する請

願署名」９筆を集約。とりわけ保険医協会の２年目の新人 A

さんは、対話をしながら１４筆を集約。素敵な記念日になりま

した。さあ、老若男女、力合せて署名に取り組みましょう！ 


